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公共施設の老朽化問題は日本の将来の大きな課題 
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みんなで考える「まちづくりと公共施設の再生」 

平成２５年６月 経済財政運営と改革の基本方針、日本再興戦略 

 インフラの老朽化が急速に進展する中で「新しく造ることから賢く使うことへ」、 

民間の資金・ノウハウを活用することにより、公的負担の軽減を図りつつ、 

社会資本の効率的、効果的活用のためのマネジメントを推進すること。 

 これを具体化するために、インフラ長寿命化基本計画を秋ごろまでに定める。 

 

インフラ長寿命化基本計画 

 平成25年11月29日、関係省庁連絡会議にて決定する。 

 平成25年12月3日、総務省から各自治体に対し通知される。 

 

公共施設等総合管理計画 

 平成26年4月22日、総務省から「公共施設等総合管理計画」の策定要請がある。 

 併せて、策定に当たっての指針が示される。 

 

公共施設の老朽化問題は日本の将来の大きな課題 
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公共施設等総合管理計画を 
平成２７年末に策定・公表 

平成２４年５月 
公共施設再生計画基本方針 

平成２６年３月 
公共施設再生計画 
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平成２１年３月 
公共施設マネジメント白書 
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市庁舎 保育所 幼稚園 こども園 こどもセンター 児童会

小学校 中学校 高等学校 教育施設等 青少年施設 生涯学習施設

公民館 図書館 市民会館 福祉・保健施設 スポーツ施設 勤労会館

消防施設 公園 市営住宅 その他

築29年以下 73,383㎡（23%）

新耐震基準（1982年以降） 81,627㎡（25%）旧耐震基準（1981年以前） 235,025㎡（72%）

築30年～55年 250,989㎡（77%）

新耐震基準（1982年以降） 89,347㎡（28%）

平成24年10月現在。対象外とは、クリーンセンター、リサイクルプラザ、自転車等駐車場等を指す。 

 習志野市の公共施設の現状 

習志野市 
総延床面積  ：38.5万㎡ 
市民一人当たり：2.36㎡／人 
         （H24.9.30現在の人口） 

4 

http://www.city.narashino.chiba.jp/index.html


みんなで考える「まちづくりと公共施設の再生」 

96 

22 19 

28 

7 
11 12 

19 20 18 

59 

28 

41 

28 
32 

34 

55 
58 

49 
47 

32 

77 

71 

13 

33 

56 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

20
24

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

20
30

20
31

20
32

20
33

20
34

20
35

20
36

20
37

20
38

市庁舎・消防施設 保育所 幼稚園 こども園 児童会 こどもセンター

小学校 中学校 高等学校 教育施設等 生涯学習施設 青少年施設

公民館 図書館 市民会館 福祉保健施設 勤労会館 スポーツ施設

公園 市営住宅 その他 前後期平均 通期平均

（億円）

25年間で965億円が必要 

毎年、平均年間38億円が必要 

平成17年～21年の間に公共施設に投資した額 

年間平均 約15億円 

４０％の施設しか更新不可 

試算の条件 ●築60年（鉄筋コンクリート造）で建替えると仮定 
●大規模改修と建替え費用を試算（小規模な倉庫等は除く） 

●延床面積（㎡）×平均単価（円） 
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市庁舎・消防施設 保育所 幼稚園 こども園 児童会 こどもセンター
小学校 中学校 高等学校 教育施設等 生涯学習施設 青少年施設
公民館 図書館 市民会館 福祉保健施設 勤労会館 スポーツ施設
公園 市営住宅 その他 前後期平均 通期平均

（億円）

投資的経費実績平均

（公共施設関連）

15億円

更新必要試算（通期平均）

34.7億円

更新必要試算（前期平均）

21.7億円

更新必要試算（後期平均）

30.8億円 更新必要試算（次期平均）

48.7億円
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市庁舎 12,172 

保育所 11,676 

幼稚園 11,664 

こども園 5,059 

こどもセンター 700 児童会 888 

小学校 105,369 

中学校 60,680 高等学校 17,809 

教育施設等 8,737 

青少年施設 2,377 

生涯学習施設 2,854 

公民館 6,916 

図書館 3,788 

市民会館 875 

福祉・保健施設 15,024 

スポーツ施設 13,620 

勤労会館 2,344 

消防施設 8,940 

公園 2,579 
市営住宅

28,733
8.9% 

その他 1,568 

対象外 0 

延床面積

324,372㎡

市庁舎・消防施設 21,112㎡ 6.5%

子育て支援施設 29,987㎡ 9.2%

生涯学習施設 16,810㎡ 5.2%

教育施設 192,595㎡ 59.4%

スポーツ施設 15,964㎡ 4.9%

教育施設の総面積が 

59.4% 
40％ 

の施設しか更新不可 

平成25年3月現在 

＞ 

４０％しか更新できない状況とは・・・ 
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出典 国土交通省 

今から30年後 
人口が 

ピーク時よりも 
25％減少 
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168,033人 

32,198人 

市制施行後、約６０年で 
約５倍の増加 

昭和４０年後半から５０年代 
袖ヶ浦、秋津、香澄 

芝園、茜浜の埋立による増加 

人 

ピーク 平成３１年 
173,628人 

平成４８（２０３６）年は 
平成２５年とほぼ同じに 

人 

過去（実績） 未来（予測） 
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発想の転換が必要 
「右肩下がり」に移行した今、「量」から「質」への発想の転換が必要。 
求め合えば「量」は不足する。譲りあいつつ「質」を向上させていく。 

満足化原則 最適化原則 

既得権益の見直しには踏み込まず 既得権益の見直しにも踏み込む 

増分主義 減分主義 

新規増加分の 
配分が 

議論の対象 

何を 
削減するかが 
議論の対象 
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スマート シュリンク 
【smart shrink】 

 

 急激に口減少が進む中で、住民の生活の質を維持向上していくた

めの地域マネジメント手法を示した考え方。 

 拡大・成長に下支えされているシステムを見直し、地域が積極

的に公共事業や公共サービスの供給を効率化する一方、特異性を

見出して地域間競争力を確保するなど、選択と集中をおこなうこ

とで、理想的な規模を維持できるよう「賢く収縮」する意味。 
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公
共
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設
マ
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ン
ト
白
書 

策
定 

第
三
者
委
員
会
の
設
置 

公
共
施
設
再
生
基
本
方
針 

策
定 

公
共
施
設
白
書 

更
新 

公
共
施
設
再
生
計
画 

策
定 

学
校
施
設
再
生
計
画
等 

各
施
設
所
管
部
署
が 

個
別
施
設
計
画
を
策
定  

平成21年
３月 

実態把握 

平成23年
３月 
対策案 

平成24年
５月 

基本方針 

平成25年
３月 

実態把握 

平成26年 
３月 

個別施設計画 

庁
内
で
検
討
（
施
設
カ
ル
テ
の
作
成
等
） 

平成17年 
~ 

平成22年
８月 

対策案検討 

第
三
者
委
員
会
か
ら
の
提
言
書
の
受
理 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画 

策
定 

平成28年
３月 

行動計画 

個
別
施
設
計
画
を
実
行
中  

  公共施設再生計画（個別施設計画）の検討経過 

11 

http://www.city.narashino.chiba.jp/index.html


みんなで考える「まちづくりと公共施設の再生」 

公共施設再生計画基本方針のポイント 

12 

 公共施設再生計画基本方針の主な内容 
 対策の３本柱：保有総量の圧縮、長寿命化、財源確保 

 施設重視から機能優先への発想の転換 ⇒ 複合化・多機能化の推進 

 計画的な維持保全（予防保全への転換）による長寿命化 

 財源確保への取組の推進 

①資産の有効活用の推進、②利用者負担の適正化、③単価の削減努力
（事業費の圧縮）、④減価償却費の考え方の導入及び、基金の創設と
積立のルール化（将来への対応） 

 インフラも含めた財政計画に基づく老朽化対策の推進 

 民間のノウハウを活用した官民連携（PPP/PFI）の推進 

 庁内推進体制の整備と公共施設マネジメント条例の制定 

AM（アセット・マネジメント）、FM（ファシリティ・マネジメント）、 
施設営繕などに総合的・戦略的に取り組む組織として、資産管理室を設置。 

情報公開による問題意識の共有化 

モデル事業の実施 

http://www.city.narashino.chiba.jp/index.html
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 公共施設再生計画の目的 

 １．時代の変化に対応した公共サービスを継続的に提供すること 

 ２．人口減少社会の中で持続可能な都市経営を実現すること 

 ３．将来世代に負担を先送りしないこと 

子や孫、ひ孫の世代に至るまで、 
過度な負担を先送りせず、 
より良い資産を次世代に 
引き継ぐための計画です。 
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目的を達成するための目標 

１．公共施設が適正に維持されること。 

２．公共施設の延床面積を削減し、再生整備に必要な事業費を30％圧縮する。 

  ※ 削減・圧縮率については、今後の公共施設再生計画の計画期間内の環境変化に 
    応じて、適宜見直しを行っていきます。 

３．ファシリティ・マネジメントを導入し、公共施設について事後保全から予防保全に    
  転換し、長寿命化を図りライフサイクルコストを低減する。 

 公共施設再生の取組は、公共施設の統廃合が目的ではありません。  

 その目的は、人口減少社会の中で持続可能な都市経営を実現し、将来世代に 

負担を先送りすることなく、時代の変化に適合した公共サービスを継続的に 

提供することです。 

 目的を達成するために、サービスを提供するための「器」である公共施設を 

適正に維持していくことを目標としています。その方法として、 

総量圧縮、長寿命化、財源確保といった3つの手段を考えています。 
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市内に一つまたは数施設あり、全市民が利用する機能あるいは全市民のために存在する施設。 

全市利用施設は、都市マスタープランの５つの地域区分ごとに、これまでのまちづくりの特色に沿っ
て配置していく。 

教育研究

生涯学習健 康
（スポーツ・保健福祉）

自然・文化 行政・危機管理

新習志野駅勢圏

谷津・ＪＲ津田沼
駅勢圏

京成大久保駅勢圏

実籾駅勢圏

全市利用施設 

http://www.city.narashino.chiba.jp/index.html
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コミュニティごとに配置され、施設が所在する地域の市民が、主に利用する施設。 

小学校を地域の拠点施設とし、施設更新時に、複合化可能な地域利用施設は複合化していく。 

実花

東習志野

実籾・新栄

大久保・泉
・本大久保

本大久保
花咲・屋敷

藤崎

津田沼

鷺沼・鷺沼台

谷津

向山

袖ケ浦東・西

秋津・茜浜

香澄・芝園

谷津小

向山・谷津南小
津田沼小

秋津小
香澄小

袖ケ浦東・西小

藤崎・大久保小

大久保東小

屋敷小

鷺沼小

実籾小

東習志野小

実花小

地域利用施設 
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公共施設再生計画がめざすもの 

公共サービスが継続的に提供される 

公共施設が適正に維持される 

財源確保 総量圧縮 長寿命化 

目的 

目標 

手段 

人口減少・少子高齢化 老朽化 

公共サービスが突然中断する事態が発生する 

公共施設が適正に維持できなくなる 

財源不足 将来負担増 老朽化 

厳しさを増す財政状況 

官民連携手法 
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津田沼小学校 
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１９４９年生まれ（現６９歳） － 約２７０万人 

１９７３年生まれ（現４５歳） － 約２１０万人 

２０１７年生まれ（現   １歳） － 約  ９０万人 

７０年前に比べ約 １/３、４５年前に比べ約 １/２以下。 

生まれてきた子どもの数。 
 

今の社会のサイズは、人口ピーク基準。 

今後の人口減少社会では、少し大きいサイズ。 

公共施設は暮らしを便利にしますが、人が減る時代、 

一人あたりの負担は増えていきます。 

目指すは、子どもたちが大人になった時、“ちょうどいい”まち。 

習志野市は全国に先駆け、この課題に本気で取り組んでいます。 

これまでとは社会の構造が全く変わっています。この変化に対応したまちを作っていくことが必要です。 

http://www.city.narashino.chiba.jp/index.html

